
 

 

 

 

AWS IPv6 体験 

AWS で作る IPv6 対応 Web サイト 

ハンズオンテキスト(Linux CLI 版) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Document Version 1.0 Effective Date 2021.11.17 

Creation Date 2021.11.17 Document Author Nobuaki Kikuchi 

Last Revision Date 2021.11.17 Revised By Nobuaki Kikuchi 



AWS で作る IPv6 対応 Web サイト ハンズオンテキスト(Linux CLI 版) 

 

  

2 

 

 

 

 

1. イントロダクション ........................................................................... 3 

1.1. 目的 .................................................................................................... 3 

1.2. 対象者 ................................................................................................. 3 

1.3. 準備物 ................................................................................................. 3 

2. はじめに ......................................................................................... 4 

2.1. 操作環境の確認 ..................................................................................... 4 

3. 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成 ........................................ 6 

3.1. 接続元 VPC 環境 .................................................................................... 6 

3.2. 踏み台用 VPC 環境の作成 ......................................................................... 6 

3.3. Linux OS へのログイン ......................................................................... 14 

4. 公開ウェブサーバー環境として接続先環境を作成 .................................... 19 

4.1. 接続先 VPC 環境 .................................................................................. 19 

4.2. VPC 内のネットワーク環境作成 ............................................................... 19 

4.3. Web サーバの配置 ............................................................................... 30 

4.4. Web サーバへの接続テスト .................................................................... 38 

4.5. 冗長化用 Web サーバ作成 ...................................................................... 41 

4.6. Elastic Load Balancer (ALB)の設定 ........................................................ 46 

4.7. ALB への接続確認 ................................................................................ 60 

5. DNS で IPv6 を FQDN に登録する ..................................................... 63 

5.1. Route 53 でプライベートホストゾーンの登録 ............................................ 64 

5.2. Linux OS から名前解決の確認 ................................................................ 69 

6. ハンズオン環境のクリーニング .......................................................... 72 

6.1. クリーニング対象リソース ..................................................................... 72 

7. ドキュメント情報 ............................................................................ 73 

7.1. 更新履歴 ............................................................................................ 73 

 

 目次 



AWS で作る IPv6 対応 Web サイト ハンズオンテキスト(Linux CLI 版) 

 

  

3 

 

1. イントロダクション 

1.1. 目的 

IPv4/IPv6 のハイブリッド環境を AWS で構築し、実際にアクセスしていただくハンズオン形式のセミナーで

す。 

参加者の PC から AWS に起動した Linux クライアントにリモート接続し、そこを起点として、AWS サービス

で構成する Web サーバ、DNS にアクセスいただきます。 

このセミナーを通し、IPv6 環境を身近に感じていただける内容となっています。 

 

1.2. 対象者 

このテキストは技術者向けのハンズオンとして利用されることを想定しています。 

AWS サービスのマネジメントコンソールを利用し、EC2 インスタンスなどの起動作業ができる方が対象です。

（過去に AWS 利用経験が無い方でも、ハンズオンテキストをご覧いただければ手順に沿って進める事が可能で

す。） 

また、講師の説明を参考にお手元のパソコンから SSM で AWS 上の Linux ホストにログインできる方。 

1.3. 準備物 

パソコン： 

Linux OS、Mac OS デュアルディスプレイ環境を強く推奨いたします 

 

ブラウザ環境： 

Google Chrome (最新バージョン) 

Mozilla Firefox (最新バージョン) 

 

インターネット接続環境： 

1 Mbps 以上の回線を利用できる事 

 

受信可能なメールアドレス： 

 認証時にメール受信が必要となります 
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2. はじめに 

2.1. 操作環境の確認 

受講者はお手元のパソコンから、AWS が Web ページ上で提供するマネジメントコンソールへログインし、必

要なリソースを作成します。 

Web ブラウザから以下の URL へアクセスし、右上の「コンソールにサインイン」からサインイン画面へ進

み、あらかじめ用意した AWS アカウントを利用してマネジメントコンソールにログインできることを確認し

てください。 
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3. 擬似オンプレミス環境として接続元環境を作成 

3.1. 接続元 VPC 環境 

本ハンズオン環境の全体像は以下の構成となっています。 

初めに、接続元 VPC 環境を CloudFormation テンプレートを利用して作成します。 

 

 

3.2. 踏み台用 VPC 環境の作成 

CloudFormation により接続元 VPC 環境を作成します。 

 



AWS で作る IPv6 対応 Web サイト ハンズオンテキスト(Linux CLI 版) 

 

  

7 

 

① AWS マネジメントコンソールにログインし、画面右上のリージョンセレクターから東京リージ

ョンを選択してください。 

 

 

② [サービス]-[管理とガバナンス]-[CloudFormation]をクリックします。（Tips：画面上の検索

機能より、短縮名の”CFn”と検索すると、素早く見つけられます）CloudFormation のダッシュ

ボードが表示されたら、[スタックの作成]をクリックします。 
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③ ”スタックの作成”の画面で、”テンプレートソース”から[テンプレートファイルのアップロード]

にチェックを入れ、[ファイルの選択]をクリックします。 

 
 

④ テンプレートファイルをアップロードする画面が表示されます。ハンズオン主催者から予め配布

されているテンプレートファイルから” LinuxIPv6.yaml“を指定します。（お使いのブラウザに

より、表示が異なります。） 
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⑤ [ファイルの選択]欄の右に、選択したテンプレートファイル名が追記されている事を確認し、右

下の[次へ]をクリックします。 

 

備考：テンプレートファイル名が表示されない場合には、ブラウザのリロード、マネジメントコ

ンソールへの再ログインをお試しください。 
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⑥ ”スタックの詳細を指定”の画面で、”スタックの名前”に"ipv6-handson"と入力し、[次へ]をク

リックします。 
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⑦ ”スタックオプションの設定”の画面で[次へ]をクリックします。 
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⑧ “レビュー ipv6-handson”画面で設定内容を確認します。最下部までスクロールし、[AWS 

CloudFormation によって IAM リソースがカスタム名で作成される場合があることを承認し

ます。]のチェックボックスにチェックを入れ、右下の[スタックの作成]をクリックします。 

 

（中略） 
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⑨ 作 成 し た ス タ ッ ク の ス テ ー タ ス が ”CREATE_IN_PROGRESS” の 状 態 で 表 示 さ れ ま

す。”CREATE_COMPLETE”になるまで待ちます。 

 

↓ 

 

 

この状態で、接続元 VPC 環境が作成されました。 
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3.3. Linux OS へのログイン 

先ほど作成した接続元 VPC 環境には、すでに Linux OS が起動されています。この項目では、受講者

の PC から、起動した Linux OS に SSM で接続します。 

 

マネジメントコンソールの操作は、CloudFormation で接続元 VPC 環境のスタックが作成された画

面から再開します。 

① "リソース"タブをクリックし、論理 ID 列に”BastionLinuxServer“と表示される行を確認しま

す。同じ行の”物理 ID"列にある EC2 インスタンスのリソース ID：”i-xxxxxxxxxxx”をクリッ

クします。 

 

 

② EC2 ダッシュボードに移動し、起動した EC2 インスタンスが表示された状態になります。左側

のラジオボタンにチェックを入れると、画面下に詳細情報が表示されます。左下の”インスタン
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スの状態”が”実行中”となるまでお待ちください。 

 

 

③ インスタンスの状態が”実行中”となっていることを確認したのち、画面上の[接続]を選択します。 
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④ “インスタンスに接続”画面で、”セッションマネージャー”タブが選択されている（アンダーライ

ンがついて、オレンジ色にハイライトされている状態）ことを確認し、右下の[接続]を選択しま

す。 

 
 

⑤ 以下の画面のように、黒いターミナル画面が表示されたら、接続成功です。 

 

⑥ ifconfig コマンドを利用して、Linux ホストに IPv4/IPv6 の両方のアドレスが付与されているこ

とを確認します。ここで表示された IPv6 アドレス(コマンド実行結果の“inet6 2406:…“に続く
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部分)は、後の確認で参照しますので、テキストエディタなどにメモしてください。 

ifconfig eth0 

sh-4.2$ ifconfig eth0 

eth0: flags=4163<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST>  mtu 9001 

        inet 172.16.0.10  netmask 255.255.255.128  broadcast 172.16.0.127 

        inet6 fe80::406:b7ff:febc:a4b  prefixlen 64  scopeid 0x20<link> 

        inet6 2406:da14:2b7:500:8434:75ee:5d3d:b25c  prefixlen 128  scopeid 0x0<global> 

        ether 06:06:b7:bc:0a:4b  txqueuelen 1000  (Ethernet) 

        RX packets 45547  bytes 63910623 (60.9 MiB) 

        RX errors 0  dropped 0  overruns 0  frame 0 

        TX packets 22785  bytes 1531171 (1.4 MiB) 

        TX errors 0  dropped 0 overruns 0  carrier 0  collisions 0 

 

sh-4.2$ 
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⑦ curl コマンドを利用して、IPv6 プロトコルで、外部のサイトへアクセスできることを確認しま

す。（”-v6”は、リクエストの詳細表示と IPv6 を利用するオプションです。） 

curl -v6 https://www.v6pc.jp/ 

sh-4.2$ curl -v6 https://www.v6pc.jp/ 

*   Trying 2400:6700:ff00::36f8:7262:443... 

* Connected to www.v6pc.jp (2400:6700:ff00::36f8:7262) port 443 (#0) 

<<中略>> 

> User-Agent: curl/7.76.1 

> Accept: */* 

<<中略>> 

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN"> 

<html> 

<head> 

<meta http-equiv="refresh" content="1;URL=./jp/index.phtml"> 

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8"> 

<title>IPv6 Promotion Council</title> 

</head> 

<body> 

1 秒後に自動転送します。<br> 

転送されない方はこちらをクリックして下さい。<br> 

<a href="http://www.v6pc.jp/jp/">クリック</a> 

</body> 

</html> 

* Connection #0 to host www.v6pc.jp left intact 

sh-4.2$ curl -v6 https://www.v6pc.jp/sh-4.2$ 

⑧ 参考：その他の IPv6 接続を確認できるサイト、コマンド 

https://www.kame.net/ 

https://www.kddi.com/ 

traceroute6 www.kddi.com 

ここまでで接続元環境のセットアップ、動作確認は完了です。Linux OS への SSM 接続環境は、後ほ

ど利用します。後続の作業に差し支えなければ、ブラウザのタブを取っておくことができますが、し

ばらくすると接続がタイムアウトされることがあります。その場合、ブラウザのタブを閉じ、再度

[接続]をクリックしてください。 
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4. 公開ウェブサーバー環境として接続先環境を作成 

4.1. 接続先 VPC 環境 

続いて、接続先 VPC 環境を作成します。こちらの VPC は受講者が手動で作成します。 

 

 

4.2. VPC 内のネットワーク環境作成 

VPC、サブネット、インターネットゲートウェイを作成し、各リソースがインターネットからアクセスできる

環境を整えます。 
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① 画面右上のリージョンセレクターにおいて、東京リージョンが選択されていることを確認します。

[サービス] ＞ [ネットワーキングとコンテンツ配信] ＞ [VPC]を選択し、VPC ダッシュボード

を表示します。 

 
 

② [VPC ウィザードの起動]をクリックします。 
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③ “ステップ 1”の画面で、一番上の”1 個のパブリックサブネットを持つ VPC”が選択されている

ことを確認の上、[選択]をクリックします。 
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④ “ステップ 2”の画面で、以下の項目を設定します。 

設定項目 パラメータ 要修正 

IPv4 CIDR ブロック 10.0.0.0/16  

IPv6 CIDR ブロック ●Amazon が提供した IPv6 CIDR ブロック レ 

VPC 名 IPv6-Web-VPC レ 

パブリックサブネットの IPv4 CIDR 10.0.0.0/24  

パブリックサブネットの IPv6 CIDR カスタム IPv6 CIDR を指定する レ 

 xxxx:xxxx:xxxx:xx[00]::/64  

アベイラビリティーゾーン ap-northeast-1a レ 

サブネット名 IPv6-Web-Subnet-1a レ 

DNS ホスト名を有効化 はい  

ハードウェアのテナンシー デフォルト  
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⑤ VPC が正常に作成された旨が表示されます。右下の[OK]をクリックしてください。 

 

⑥ このステップまで完了すると、接続元 VPC と公開用 Web サイトを配置する 2 つの VPC が作成

されます。以下の状態となっていることを確認してください。（その他に、アカウント作成時に

登録される Default VPC[172.31.0.0/16]が表示されますが、こちらは利用しません。） 

 

 

 

接続元 VPC 

IPv6-Client-VPC 

接続先 VPC 

IPv6-Web-VPC 
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⑦ 作成した”IPv6-Web-VPC”内に、冗長化のため、2 つ目のサブネットを作成します。VPC ダッシ

ュボードのナビゲーションペイン（画面左側に表示されるメニュー）から”サブネット”を選択し

ます。 

 

 

⑧ この段階では、Web サーバ設置用の IPv6-Web-VPC には”IPv6-Web-Subnet-1a”のサブネッ

トのみが作成されています。右上の[サブネットを作成]をクリックします。 
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⑨ “サブネットを作成”の画面で、以下の内容を設定します。 

設定項目 パラメータ 要修正 

VPC ID “IPv6-Web-VPC”の名前がついた VPC ID レ 

サブネット名 IPv6-Web-Subnet-1c レ 

アベイラビリティーゾーン ap-northeast-1c レ 

IPv4 CIDR ブロック 10.0.1.0/24 レ 

IPv6 CIDR ブロック カスタム Ipv6 レ 

 xxxx:xxxx:xxxx:xx[01]::/64 レ 

 

（次の画像に続く） 
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⑩ 正常にサブネットが作成された旨が表示されれば成功です。続けて、ルートテーブルを変更しま

す。”IPv6-Web-Sunet-1c”の左側のボックスにチェックを入れ、右上の[アクション] ＞ [ルー

トテーブルの関連付けを編集]を選択します。 

 

 

⑪ “ルートテーブル ID“のプルダウンメニューから”メインルートテーブル”の表記が無い
．．

項目を選

択します。このルートテーブルは先ほどの VPC ウィザードで作成され、すでにもう一方のサブ

ネットで利用されています。デフォルトゲートウェイとして、IPv4 の”0.0.0.0/0”および IPv6
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の”::/0”に対し、”igw-xxxx…”から始まるインターネットゲートウェイのリソース ID が指定さ

れていることが確認できます。右下の[保存]をクリックします。 

 

 

“メインルートテーブル” 

である事との表記
．．

 

“igw-xxx”から始まるター
ゲットがあることを確認 
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⑫ サブネットの変更が完了した旨のメッセージが表示されます。[フィルターをクリア]をクリック

し、サブネットの一覧を確認します。 

 

 

⑬ 接続先 VPC(IPv6-Web-VPC)内に 2 つのサブネットが作成されていることを確認します。

（Default VPC 内に 3 つのサブネットが作成されていますが、本ハンズオンでは利用しません。） 

 

 

 

ウィザードで VPC と同時に作成したサブネット 

手動で作成したサブネット 



AWS で作る IPv6 対応 Web サイト ハンズオンテキスト(Linux CLI 版) 

 

  

30 

 

4.3. Web サーバの配置 

先ほど作成したサブネット内に、Web サーバを起動します。 

 

Web サーバを起動 
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① 画面左上の[サービス] ＞ [EC2]をクリックし、EC2 ダッシュボードに移動します。画面中央か

らから[インスタンスを起動] ＞ [インスタンスの起動]をクリックしてください。 

 

以下の画面と異なる場合、画面左のナビゲーションペインから[EC2 ダッシュボード]を選択します。 

 
 

クリック 
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② “ステップ 1“では”Amazon Linux 2”の右にある[選択]をクリックします。 
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③ “ステップ 2“ではデフォルトの”t2.micro”が選択された状態で画面右下の[次のステップ: インス

タンス詳細の設定]をクリックします。 

 

 

④ “ステップ 3“では以下の項目を指定の上、右下の[次のステップ: ストレージの追加]をクリック

します。（指定が無い項目は、デフォルトのままとしてください） 

設定項目 パラメータ 

ネットワーク “IPv6-Web-VPC”の名前がついた VPC ID 

サブネット “IPv6-Web-Subnet-1a” の名前がついた Subnet ID 

自動割り当てパブリック IP 有効 

IPv6 IP の自動割り当て 有効 

ユーザーデータ 

ご注意：別途配布しているテキス

トファイル”userdata.txt”からコ

ピー＆ペーストしてください。 

#!/bin/bash 

amazon-linux-extras install -y nginx1 php7.2 

service nginx start 

chkconfig nginx on 

echo "<html><h1>HTTP_X_FORWARDED_FOR: ""<?php echo 

\$_SERVER['HTTP_X_FORWARDED_FOR']; ?>""</html></h1>" 

>> /usr/share/nginx/html/index2.php 
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＜中略＞ 
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⑤ “ステップ 4“ではすべての項目を変更せず、右下の[次のステップ: タグの追加]をクリックしま

す。 

 

 

⑥ “ステップ 5“では[タグの追加]をクリックし、以下の内容を入力の上、右下の[次のステップ: セ

キュリティグループの設定]をクリックします。 

設定項目 パラメータ 

キー Name 

値 IPv6-Web-Server-1a 
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⑦ “ステップ 6“ではタイプで”SSH”が指定されているプルダウンメニューから”HTTP“を選択し、”

ソース”は”0.0.0.0, “を削除し、IPv6 すべてを意味する”::/0”のみを残します。画面右下の[確

認と作成]クリックします。（本番環境では、メンテナンス用の SSH 等のプロトコルを設定しま

すが、本ハンズオンでは HTTP による疎通確認のみを行うため、SSH の設定を上書きしていま

す。） 
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⑧ “ステップ 7”ではこれまでの設定内容を確認し、右下の[起動]をクリックします。 

 

 

⑨ 表示されたダイアログでは、”キーペアなしで続行”を選択します。下部の「私は、キーペアが無

い場合、・・・」のチェックボックスにチェックし、画面右下の[インスタンスの作成]をクリッ

クします。 
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⑩ インスタンスの作成が開始された旨のメッセージが表示されるので、割り当てられたリソース

ID をクリックして、次のステップにすすみます。起動したホストが表示されない場合、インス

タンスのフィルタリングを解除し、リロードボタンをお試しください。 

 

 

4.4. Web サーバへの接続テスト 

前の章で起動した接続元 VPC 環境の Linux OS から、起動した Web サーバへ接続テストを

行います。 
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① 起動したインスタンス名の左にあるラジオボタンにチェックを入れます。画面下に表示される詳

細項目から、”IPv6 アドレス”の左にあるコピーボタンをクリックします。 

 

 

② 前の章で作成した、VPC 上で起動した Linux OS の SSM 画面に戻り、curl コマンドを利用し、

コピーした IPv6 アドレスへアクセスします。（SSM の画面がタイムアウトしている場合、一

度、ブラウザのタブをクローズ後、再度接続してください。）SSM コンソールでは、右クリッ

クから”貼り付け”を選択可能です。curl コマンドで IPv6 を記載する場合、アドレスを角カッ
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コ”[“、”]”で囲います。コマンド実行結果に赤字で示す Nginx のテストページを示す記載があれ

ば、アクセス成功です。 

ここで利用した IPv6 アドレスは、後の作業で利用するため、テキストエディタなどにメモして

ください。 

curl -v6 http://[2406:da14:a42:5400:152c:2857:82e:e01b]/ | head 

sh-4.2$ curl -v6 http://[2406:da14:d55:e500:5e10:dfa5:883e:e43] | head 

*   Trying 2406:da14:d55:e500:5e10:dfa5:883e:e43:80... 

<<中略>> 

> User-Agent: curl/7.76.1 

> Accept: */* 

<<中略>> 

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.1//EN" 

"http://www.w3.org/TR/xhtml11/DTD/xhtml11.dtd"> 

 

<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xml:lang="en"> 

    <head> 

        <title>Test Page for the Nginx HTTP Server on Amazon Linux</title> 

        <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" /> 

        <style type="text/css"> 

            /*<![CDATA[*/ 

            body { 

                background-color: #fff; 

sh-4.2$ 

URL の書式では、単一のコロン”:”を「IP アドレスとポート番号の区切り」として指定

されています。このため、IPv6 アドレスで 16 ビットの区切り文字として利用している

コロン”:”と混乱してしまいます。この状況を回避するため、IPv6 アドレスを扱う際に

は、ホスト部分を明確にするために、角カッコ”[～]”で囲んで入力する必要がありま

す。 
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4.5. 冗長化用 Web サーバ作成 

先ほど起動した Web サーバをコピーし、冗長化用の Web サーバをもう一つのサブネット

に起動します。 

 

 

① EC2 ダッシュボードにて”IPv6-Web-Server-1a”が選択された状態で、右上の[アクション] ＞ 

[イメージとテンプレート]  ＞ [同様のものを起動]を選択します。 
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② “ステップ 7”からウィザードが開始されます。画面上部の[3. インスタンスの設定]をクリックし

ます。 
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③ “ステップ 3”の画面で、サブネットなどの設定を変更します。その他の項目は、表示されたまま

とします。画面上部の[5. タグの追加]をクリックします 

設定項目 パラメータ 

サブネット “IPv6-Web-Subnet-1c” の名前がついた Subnet ID 

自動割り当てパブリック IP 有効 

IPv6 IP の自動割り当て 有効 

 

 

④ 予めName タグが設定されているため、値を”IPv6-Web-Server-1c“に変更します。続けて、

画面下の[確認と作成]をクリックします。 
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⑤ “ステップ 7”の画面にて右下の[起動]をクリックします。 

 

 

⑥ 確認ダイアログでは、“キーペアなしで続行”を選択し、下部のラジオボタンにチェックを入れ、

右下の[インスタンスの作成]をクリックします。 
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⑦ 以下の画面に推移し、正常に EC2 インスタンスが作成中であることが確認できます。右下の[イ

ンスタンスの表示]をクリックしてください。 

 

⑧ 先ほど作成した Web サーバと同等の EC2 インスタンスが、アベイラビリティゾーン、ap-

northeast-1c に複製されていることを確認します。 
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⑨ 複製した Web サーバの左にあるチェックボックスを選択し、下部ペインで表示される”IPv6 ア

ドレス”のコピーボタンをクリックします。このアドレスは後の作業で必要となるので、テキス

トエディタなどにメモしてください。 

 

4.6. Elastic Load Balancer (ALB)の設定 

この章では、冗長可用に配置された Web サーバに対し、トラフィックを配分可能にするため、ロードバラン

サーの導入を行います。 
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① EC2 ダッシュボードのナビゲーションペインで、[ロードバランサー] ＞ [ロードバランサーの作

成]をクリックします。 
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② “Application Load Balancer“を示す図の下にある[作成]をクリックします。 

 

 

種別を確認 

クリック 
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③  “ロードバランサー名“に[ipv6-handson-alb]と入力します。”IP アドレスタイプ”のラジオボ

タンで [dualstack]を選択します。 
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④ 画面下にスクロールし、”VPC”のプルダウンメニューから[IPv6-Web-VPC]の名前が設定され

た ID を選択します。”マッピング”では、表示された ap-northeast-1a/1c の 2 つのチェック

ボックスにチェックを入れます。 
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⑤ 更にスクロールし、”セキュリティグループ”で、 [新しいセキュリティグループの作成]を選択

します。 

 

⑥ ブラウザで別タブが開き、”セキュリティグループを作成”へ遷移します。”基本的な詳細”では、

以下を入力します。 

設定項目 パラメータ 要修正 

セキュリティグループ名 IPv6-ALB-SG レ 

説明 AllowHTTP レ 

VPC “IPv6-Web-VPC”の名前が付いた VPC ID を選択 レ 

 

新たに作成 
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⑦ 下にスクロールし、“インバウンドルール”では[ルールを追加]をクリックし、以下の 2
．
つの
．．

ルー
．．

ルを追加
．．．．

します。ルールが追加できたら、同画面の右下にある[セキュリティグループを作成]を

クリックします。 

 

ルール(1) 

設定項目 パラメータ 要修正 

タイプ HTTP レ 

ソース(左側メニュー) Anywhere-IPv4 レ 

ソース(右側入力欄) 0.0.0.0/0  

ルール(2) 

設定項目 パラメータ 要修正 

タイプ HTTP レ 

ソース(左側メニュー) Anywhere-IPv6 レ 

ソース(右側入力欄) ::/0  
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⑧ 先ほど作業していた”Application Load Balancer を作成”のタブに戻り、右側の更新ボタンを

クリックしたのち、セキュリティグループのプルダウンメニューから、 [IPv6-ALB-SG]を選

択します。その後、[default]グループを×印をクリックして削除します。 

 

 

⑨ 更にスクロールし、”リスナーとルーティング”で[ターゲットグループの作成]をクリックします。 

削除 
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⑩ お使いのブラウザで新たなタブとして”グループの詳細の指定”が表示されます。”ターゲットタ

イプの選択”では、[IP アドレス]を選択します。”ターゲットグループ名”には[ipv6-handson-
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tg]と入力します。“IP アドレスタイプ”にて[IPv6]のラジオボタンクリックします。”VPC”では

[IPv6-Web-VPC]が選択されていることを確認します。 
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⑪ 更にスクロールし、右下の[次へ]をクリックします。 

 

 

⑫ “ターゲットの登録"では”ステップ 2: IP を指定してポートを定義する”の項目で、[インスタンス

の詳細による IP アドレスを検索]を選択します。続いて下に表示された二つのインスタンス候
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補について左端のラジオボタンを両方チェックし、[保留中として以下を含める]をクリックしま

す。 
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⑬ 画面を下へスクロールすると、先ほど保留中含めた二つのホストが IPv6 アドレスとして登録さ

れています。ヘルスステータスは保留中のままで、画面右下の[ターゲットグループの作成]をク

リックします。 

 

 

⑭ ターゲットグループが作成されたメッセージが表示されます。現在作業しているウェブブラウザ

のタブから、先ほどロードバランサーを作成していたタブに戻ります。 
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⑮ “リスナーとルーティング”にてデフォルトアクションのターゲットグループを選択する箇所の右

にある [更新ボタン ]をクリックします。プルダウンメニューで先ほど作成した [ipv6-

handson-tg]が表示されますので、これを選択します。 

 
 

⑯ 更にスクロールし、画面右下の[ロードバランサーの作成]をクリックします。 
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⑰ ロードバランサーが正常に作成された旨を表示する画面へ推移します。右下の[View load 

balancer]をクリックします。 

 

4.7. ALB への接続確認 

接続元 VPC の Linux OS から、作成した ALB を経由し、バックエンドの Web サーバへ接続できることを確認

します。 

 

 

① マネジメントコンソールの EC2 ダッシュボードで、先ほどの手順で作成したロードバランサー

を表示します。”状態”列が”provisioning”から”Active”に推移するまで待ちます。しばらく待っ

ても状態に変化が無い場合、右上のリロードボタンをクリックします。画面の説明タブ内に記載

の”DNS 名”の右にあるコピーボタンをクリックし、クリップボードに FQDN をコピーします。
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なお、この DNS 名”ipv6-handson-alb-xxxxxx.elb.amazonaws.com”は後の章、DNS 設定で

も利用します。受講者のパソコン内でテキストエディタなどを利用し、保存しておいてください。 
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② 接続元 VPC 内の Linux OS へ SSM しているタブへ移動し、コピーした FQDN に対して curl コ

マンドで接続します。Nginx のテストページを示すキーワードが表示されていれば成功です。 

curl -v6 http://ipv6-handson-alb-781766639.ap-northeast-

1.elb.amazonaws.com/ | head 

sh-4.2$ curl -v6 http://ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com/ |head 

* Connected to ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com 

(2406:da14:d55:e500:31c3:b5ee:9c2e:32e9) port 80 (#0) 

> GET / HTTP/1.1 

> Host: ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com 

> User-Agent: curl/7.76.1 

> Accept: */* 

<<省略>> 

<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xml:lang="en"> 

    <head> 

        <title>Test Page for the Nginx HTTP Server on Amazon Linux</title> 

        <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" /> 

        <style type="text/css"> 

            /*<![CDATA[*/ 

            body { 

                background-color: #fff; 

sh-4.2$ 

 

③ 前の手順では ALB の DNS 名を利用して、Web サーバへ接続できることを確認できました。ア

クセス元も IPv6 を使っていることを確認するため、アクセス元 IP アドレスを表示可能な URL

へアクセスします。先ほどの手順で利用した URL の最後に[/index2.php]を加えて再度アクセ

スします。以下のように接続元 Linux OS にアサインされている IPv6 アドレスが表示されてい

れば、ALB に対し IPv6 を使ってアクセスしている状態になります。 

curl -v6 http://ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-

1.elb.amazonaws.com/index2.php 

sh-4.2$ curl -v6 http://ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com/index2.php 

*   Trying 2406:da14:d55:e501:7f52:ac8e:ec78:b083:80... 

* Connected to ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com 

(2406:da14:d55:e501:7f52:ac8e:ec78:b083) port 80 (#0) 

<<省略>> 

<html><h1>HTTP_X_FORWARDED_FOR: 2406:da14:12b:4e00:9189:7f29:d689:5f79</html></h1> 

* Connection #0 to host ipv6-handson-alb-1996582727.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com left intact 

sh-4.2$ 
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5. DNS で IPv6 を FQDN に登録する 

この章では、作成した ALB に対し、接続元 VPC 内の Linux OS から独自ドメイン名でアクセスする設定を追

加します。なお、ここで設定するドメイン名は接続元 VPC 内のみで名前解決可能です。受講者の手元にあるパ

ソコンからは、同じ名前を利用することはできません。 
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5.1. Route 53 でプライベートホストゾーンの登録 

① マネジメントコンソールで[サービス] ＞ [ネットワーキングとコンテンツ配信] ＞[Route 53] 

を選択します。 

 

 

② Route 53 のダッシュボードにて[ホストゾーンの作成]をクリックします。なお、以下の画面に

ならない場合、左側のナビゲーションペインから[ホストゾーン] ＞ [ホストゾーンの作成]をク

リックします。（環境により「Route53 はページを更新できませんでした。」という API エラ
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ーメッセージや、複数の機能に「エラー」というメッセージが表示されます。本ハンズオンでの

影響はありませんので、無視してください。） 

 

 

③ “ドメイン名”の入力欄に本ハンズオンでのみ利用する任意のドメイン名を入力します。特に希望

が無い場合、[example.com]を入力してください。”タイプ”では[プライベートホストゾーン]

を選択、”ホストゾーンに関連付ける VPC”では、[アジアパシフィック(東京)]、”VPC ID”では
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[IPv6-Client-VPC]の名前が付けられた ID を選択してください。右下の[ホストゾーンの作成]

をクリックします。 

 

 

IPv6-Client-VPC の名前がついた VPC 
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④ 作成したホストゾーン内に CNAME レコードを追加します。[レコードを作成]をクリックします。 

 

Amazon Route 53 では AWS 独自の機能である”エイリアスレコード“にて ELB のリソ

ース ID を登録することが可能です。現時点では、エイリアスレコードで ELB をホスト

登録した場合 IPv4 アドレスのみが名前解決対象となります。本ハンズオンでは IPv4 と

IPv6 のデュアルスタックアドレスで名前解決を題材としているため、CNAME レコード

として登録する手順を採用しています。 
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⑤ “レコード名“に任意の名前（特に希望が無ければ[www]）を入力します。その他の項目は以下

の通り入力します。右下の[レコードを作成]をクリックします。 

設定項目 パラメータ 要修正 

レコード名 www（他の任意のホスト名でも可） レ 

レコードタイプ CNAME – 別のドメイン名および一部の AWS リソ

ースにトラフィックをルーティングします。 

レ 

値： ALB 作成後に受講者パソコン内に

保存した ALB の DNS 名をコピー＆ペ

ーストします 

ipv6-handson-alb-xxxxxxxxxx.ap-northeast-

1.elb.amazonaws.com 

 

レ 

TTL 300  

ルーティングポリシー シンプルルーティング  
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⑥ ALB の FQDN が“www.example.com”の CNAME として登録されていることを確認します。 

 

 

5.2. Linux OS から名前解決の確認 

接続元 VPC 内の Linux OS にログインの上、先ほど登録した FQDN で名前解決ができるか確認します。 
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① Linux OS に SSM 接続しているウェブブラウザのタブに戻り、名前解決をテストします。以下の

例では、実行結果を完結表示にするため、“+short“オプションを加えています。 

dig www.example.com. +short 

sh-4.2$ dig www.example.com. +short 

ipv6-handson-alb-781766639.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com. 

52.68.116.48 

18.179.98.174 

 

② 現時点の ALB では、IPv6 専用とすることができず、必ず IPv4 と IPv6 の両方のアドレスが付与

されます。先ほどの名前解決では、IPv4 が優先されたため、dig のオプションとして“aaaa”を

つけ、意図的に IPv6 アドレスを対象とした名前解決を行います。 

dig www.example.com. aaaa +short 

sh-4.2$ dig www.example.com. aaaa +short 

ipv6-handson-alb-781766639.ap-northeast-1.elb.amazonaws.com. 

2406:da14:a42:5401:79bb:4fde:35a3:148e 

2406:da14:a42:5400:78a1:f881:eaa4:e9d9 

sh-4.2$ 

 

③ curl コマンドで先ほど Route 53 で作成したレコードに対し、IPv6 プロトコルにてアクセスし

ます。Nginx のテストページのキーワードが表示されることを確認します。 

curl -v6 http://www.example.com/ | head 

sh-4.2$ curl -v6 http://www.example.com/ | head 

<<省略>> 

* Connected to www.example.com (2406:da14:d55:e500:31c3:b5ee:9c2e:32e9) port 80 (#0) 

> GET / HTTP/1.1 

> Host: www.example.com 

> User-Agent: curl/7.76.1 

<<省略>> 

<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xml:lang="en"> 

    <head> 

        <title>Test Page for the Nginx HTTP Server on Amazon Linux</title> 

        <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8" /> 

        <style type="text/css"> 

            /*<![CDATA[*/ 

            body { 

                background-color: #fff; 

sh-4.2$ 
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④ 同様にアクセス元 IP アドレスが表示されるよう、URL を変えてアクセスします。正しく接続元

Linux Host の IPv6 アドレスが表示されることを確認します。 

curl -v6 http://www.example.com/index2.php 

sh-4.2$ curl -v6 http://www.example.com/index2.php 

*   Trying 2406:da14:d55:e501:7f52:ac8e:ec78:b083:80... 

* Connected to www.example.com (2406:da14:d55:e501:7f52:ac8e:ec78:b083) port 80 (#0) 

<<省略>> 

<html><h1>HTTP_X_FORWARDED_FOR: 2406:da14:12b:4e00:9189:7f29:d689:5f79</html></h1> 

* Connection #0 to host www.example.com left intact 

sh-4.2$ 

以上、本ハンズオンの設定作業はすべて終了です。 
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6. ハンズオン環境のクリーニング 

今回のハンズオンでは、当日限り利用可能な AWS アカウントを利用しているため、受講者

がリソースを削除する必要はありません。 

本ハンズオンテキストを利用し、受講者が所有している AWS アカウントを利用して環境を

構築する場合、以下の項目を漏れなく削除いただくことで課金が停止します。 

6.1. クリーニング対象リソース 

⚫ Route 53 リソースレコード 

⚫ Route 53 プライベートホストゾーン 

⚫ Application Load Balancer(ALB) 

⚫ ALB で利用していたターゲットグループ 

⚫ Web サーバ用 EC2 インスタンス（2 つのサブネットで起動していいたリソース） 

⚫ 接続先 VPC（サブネットを含む） 

⚫ 接続元 VPC （CloudFormation スタックの削除） 

⚫ CloudFormation テンプレート保管用 S3 バケット（”cf-templates-***-ap-

northeast-1”の名称） 
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